
   

平
成
十
三
、
十
四
年
、
ふ
る
さ
と
水
と

土
ふ
れ
あ
い
事
業
に
お
い
て
《
作
業
道

（
遊
歩
道
）
、
ふ
れ
あ
い
広
場
、
四
阿
、

水
車
、
ぽ
っ
と
り
な
ど
》
が
整
備
さ
れ
、

農
作
業
の
軽
減
が
図
ら
れ
た
。
ま
た
、
都

市
住
民
へ
の
癒
し
の
供
給
に
「
四
谷
の
千

枚
田
」
と
し
て
名
を
馳
せ
て
い
る
。 

 

保
存
会
発
足
の
経
緯 

「
我
々
が
汗
水
垂
ら
し
て
百
姓
を
し

て
い
る
の
に
街
場
の
連
中
が
日
傘
を
さ

し
て
遊
び
に
来
た
り
、
望
遠
レ
ン
ズ
で
狙

わ
れ
た
り
、
堪
っ
た
も
ん
じ
ゃ
あ
な
い
。

我
々
は
見
せ
物
じ
ゃ
あ
な
い
。
」
な
ど
、

マ
イ
ナ
ス
思
考
が
多
く
発
足
は
難
航
し

た
。
が
、
片
方
、
「
そ
れ
ぞ
れ
の
自
力
で

は
棚
田
の
保
全
は
限
界
だ
、
行
政
の
受
け

皿(

補
助
事
業
な
ど
の
導
入)

と
し
て
も
絶

対
必
要
だ
。
」
等
々
議
論
百
出
。
何
だ
か

ん
だ
を
経
て
平
成
九
年
、
鞍
掛
山
麓
千
枚

田
保
存
会
が
発
足
。 

 

保
存
会
は
農
作
業
の
軽
減
、
棚
田
の
保

全
継
承
を
視
野
に
「
作
業
道
」
を
要
望
事

項
と
し
て
行
政
に
お
願
い
し
た
結
果
、
冒

頭
の
「
ふ
る
さ
と
水
と
土
ふ
れ
あ
い
事

業
」
が
採
択
さ
れ
、
各
種
施
設
が
整
備
さ

れ
た
。(

筆
者
は
平
成
十
一
年
、
町
民
の
主

張
に
お
い
て
「
ふ
る
さ
と
、
水
と
土
ふ
れ

あ
い
事
業
の
完
成
の
暁
に
は
全
国
棚
田

サ
ミ
ッ
ト
を
招
致
し
た
い
」
と
語
っ
た) 

 

整
備
さ
れ
た
各
施
設
も
八
年
、
九
年
の

年
月
を
得
て
老
朽
化
が
激
し
く
、
ほ
っ
て

お
け
な
い
状
況
に
あ
る
。
四
阿
は
屋
根
の

杉
皮
が
腐
り
、
屋
根
石
も
い
つ
落
ち
る
か

心
配
だ
し
、
ベ
ン
チ
も
ボ
ロ
ボ
ロ
で
遊
び

に
来
た
人
達
が
ス
ト
レ
ス
解
消
か
、
腐
食

し
た
部
分
を
穿
っ
た
り
し
て
い
る
。
水
車

も
す
で
に
十
数
回
落
ち
た
り
、
な
お
し
た

り
の
連
続
で
、
大
変
な
状
況
に
あ
る
。 

 

こ
の
、
状
況
を
行
政
に
も
報
告
し
、
対

策
を
検
討
し
て
い
る
も
の
の
、
ソ
フ
ト
面

の
費
用
捻
出
が
こ
の
ご
時
世
で
は
な
か

な
か
難
し
い
。
現
状
を
放
置
し
て
い
て
事

故
に
も
繋
が
っ
た
ら
大
変
な
こ
と
と
、
愛

知
県
新
城
設
楽
農
水
事
務
所
建
設
課
へ

再
三
出
向
き
、
実
状
を
懇
願
し
た
結
果
、

労
力
奉
仕
を
条
件
に
「
愛
知
県
ふ
る
さ
と

指
導
員
活
動
支
援
」
と
し
て
資
材
の
供
給

を
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

七
月
二
十
五
日
、
灼
熱
の
太
陽
の
下
、

保
存
会
と
連
谷
お
助
け
隊
総
勢
二
十
一

名
の
出
役(

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア)

に
よ
り
ベ
ン

チ
、
階
段
の
補
修
整
備
を
実
施
し
た
。 

                           

 

朝
八
時
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
現
状
や

補
修
整
備
に
、
や
っ
と
こ
ぎ
着
け
た
こ
れ

ま
で
の
経
緯
。
ま
た
、
保
存
会
、
お
助
け

隊
へ
の
奉
仕
作
業
要
請
へ
の
配
慮
。
等
々
、

挨
拶
を
交
え
伝
達
し
た
。 

ま
た
、
今
回
の
補
修(

新
品
交
換)

は
テ

ー
ブ
ル
四
基
、
椅
子
十
三
基
、
階
段
三
十

段
の
み
で
あ
る
こ
と
、
場
所
、
個
数
等
、

作
業
内
容
を
施
設
に
精
通
し
た
村
雲
理

事
の
指
示
の
下
、
班
分
け
を
行
い
、
作
業

を
実
施
し
た
。 

 

と
も
か
く
、
暑
か
っ
た
。
熱
中
症
を
回

避
す
る
た
め
に
小
刻
み
な
休
息
、
水
分
補

給
を
行
う
伝
令
が
松
下
事
務
局
の
ト
ラ

ン
シ
ー
バ
ー(

あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
事

業
調
達
品)

か
ら
各
班
に
飛
び
交
う
。 

休
息
時
、
柳
二
会
員
が
ボ
ソ
ッ
と
「
こ

げ
る
ほ
ど
暑
い
じ
ゃ
ん
か
ん
」
は
さ
す
が

芸
術
家
、
妙
を
得
た
言
葉
と
納
得
。 

 

灼
熱
の
中
、
重
い
資
材(

注
入
材)

の
運

搬
、
据
え
付
け
に
若
く
、
活
気
の
あ
る
「
連

谷
お
助
け
隊
」
の
働
き
に
保
存
会
員
も
負

け
ん
気
に
な
っ
て
働
い
た
が
、
負
け
た
。 

 

作
業
終
了
。
暑
か
っ
た
に
、
み
ん
な
あ

り
が
と
う
さ
ま
。
ベ
ン
チ
も
階
段
も
よ
く

な
っ
た
に
、
街
か
ら
来 

た
人
も
ち
っ
た
あ
、
喜 

ぶ
だ
ら
ぁ
が
、
ま
た
、 

頼
む(

奉
仕)

の
ん
…
と
、 

林
副
会
長(

連
谷
お
助
け 

隊
リ
ー
ダ)

独
特
な
カ
ラ 

ー
で
締
め
ら
れ
た
。 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 
 

 

 第 84 号  

《
朝
日
俳
壇
入
選
句
》 

田
の
水
を
落
と
し
て
今
日
は
晩
夏
な
り 

柳 

二 

 

 

 

千
枚
田
施
設
補
修
作
業 

おいでんのん 



ふ
こ
こ
ろ
え
も
の 

 
当
日
、
九
時
、
「
手
提
げ
バ
ッ
ク
」
を

ベ
ン
チ
、
階
段
補
修
の
最
中
、
目
の
前
を

堂
々
と
持
っ
て
行
か
れ
て
し
ま
っ
た
。 

 

持
っ
て
い
っ
た
お
人
も
、
バ
ッ
ク
を
開

い
て
見
た
ら
汗
拭
き
用
の
手
ぬ
ぐ
い
と

小
物
が
尐
々
。
ガ
ッ
カ
リ
顔
が
目
に
浮
か

ぶ
。
な
ん
て
言
う
の
か
、
持
っ
て
い
っ
た

お
人
も
、
側
に
い
て
見
逃
し
た
我
々
も
、

ト
ン
マ
を
絵
に
描
い
た
よ
う
な
情
け
な

い
出
来
事
に
熱
中
症
も
吹
っ
飛
ぶ
ほ
ど
、

皆
ん
な
笑
い
転
げ
て
し
ま
っ
た
。 

 

ま
た
、
立
派
な
洋
犬(

二
匹)

、
を
連
れ

た
二
人
連
れ
が
遊
歩
道
を
颯
爽
と
散
策
。

帰
り
に
は
、
ご
丁
寧
に
小
型
犬
の
ウ
ン
チ

を
作
り
た
て
の
ベ
ン
チ
の
横
へ
「
そ
っ

と
」
置
い
て
い
っ
て
く
れ
た
。 

              
 

 

咲
き
誇
る
ホ
ウ
ラ
イ
ジ
ユ
リ 

 

こ
れ
ぞ
ま
さ
し
く
《
百
花
繚
乱
》 

 

千
枚
田
の
一
角
、
古
宿
の
古
田
和
男
会

員
の
表
に
ホ
ウ
ラ
イ
ジ
ユ
リ
が
一
枝
で

百
七
十
一
の
花
を
咲
か
せ
た
。
筆
者
は
過

去
に
百
八
の
花
を
確
認
し
た
が
、
今
回
は

そ
れ
を
有
に
越
す
ギ
ネ
ス
も
の
で
あ
っ

た
。 

          

広
域
地
域
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

 

豊
橋
市
は
母
な
る
川
「
豊
川
」
の
水
を

貴
重
な
資
源
と
し
て
日
常
の
生
活
や
産

業
に
活
用
し
て
き
た
。
豊
橋
を
中
心
と
す

る
東
三
河
は
こ
の
「
豊
川
」
を
通
じ
て
古

く
か
ら
深
く
結
び
つ
き
、
発
展
し
て
き
た

地
域
で
あ
る
。
「
豊
川
」
の
水
源
の
地
で

あ
る
奥
三
河
で
は
過
疎
化
や
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
東
三

河
が
一
体
的
に
発
展
す
る
に
は
、
豊
橋
が

光
り
輝
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

そ
の
、
趣
旨
を
果
た
す
べ
き
役
割
「
東

三
河
の
な
か
で
今
私
た
ち
が
で
き
る
こ

と
」
は
何
か
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

①
水
源
地
域
と
の
共
生
を
考
え
よ
う 

②

地
域
資
源
を
発
掘
し
魅
力
を
発
信
し
よ

う 

を
テ
ー
マ
に
延
べ
八
回
開
催
さ
れ
る
。

そ
の
一
環
と
し
て
八
月
七
日
、
「
水
源
地

を
見
て
、
聞
い
て
」
を
題
材
に
四
谷
の
千

枚
田
を
訪
れ
た
。
参
加
者
は
三
遠
南
信
サ

ミ
ッ
ト

in

豊
橋
の
専
門
委
員
を
務
め
た

小
山
舜
二
か
ら
千
枚
田
の
役
割
「
水
源
の

涵
養
、
生
物
多
様
性
、
文
化
、
自
然
、
村

づ
く
り
」
な
ど
を
見
聞
き
し
た
。
①
・
②

の
共
通
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
成
果
発
表

会
が
十
一
月
六
日
、
豊
橋
市
役
所
講
堂
で

行
わ
れ
る
。 

納
涼
盆
踊
り
大
会 

 

八
月
七
日(

土)

、
連
谷
公
民
館
主
催
の

盆
踊
り
大
会
が
連
谷
小
学
校
校
庭
で
行

わ
れ
た
。
唄
は
レ
コ
ー
ド
で
な
く
、
音
頭

出
し
の
ぼ
た
も
ち
音
頭(

地
唄)

に
踊
り
手

が
合
い
の
手
を
入
れ
る
昔
風
情
さ
な
が

ら
の
盆
踊
り
に
伝
承
文
化
を
感
じ
た
。 

            

生
放
送 

 

八
月
七
日
、
十
時
か
ら
Ｆ
Ｍ
豊
橋
の
ス

タ
ジ
オ
で
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

夏
休
み
特
集
「
豊
川
の
自
然
・
遊
び
、
四

谷
の
千
枚
田
」
を
テ
ー
マ
に
生
放
送
し
た
。

D
J

は
地
元(

新
城
市)

の
「
も
え
も
え
」
ち

ゃ
ん
で
、
方
言
は
文
化
だ
！
と
生
粋
？
の

三
河
弁
で
番
組
を
盛
り
上
げ
た
。(

舜) 

景
観
環
境
整
備 

 

保
存
会
はC

O
P

1
0

関
連
、
ア
ス
ト
ラ

ゼ
ネ
カ
社
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の

受
け
入
れ
準
備
と
都
市
住
民
の
オ
ア
シ

ス
と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
う
四
谷
の

千
枚
田
の
景
観
環
境
整
備
を
「
あ
い
ち
森

と
緑
づ
く
り
事
業
」
を
活
用
し
て
九
月
五

日
に
実
施
す
る
。 

C
O

P
1

0
 

関
連
情
報 

○
八
月
二
十
八
日
、
鳳
来
寺
山
自
然
科
学

博
物
館
主
催
「
秋
の
棚
田
と
生
き
も
の
た

ち
」 

○
八
月
二
十
九
日
、
愛
知
県
自
然
観
察
連

絡
協
議
会
奥
三
河
支
部(

奥
三
河
自
然
保
護

協
会)

主
催
「
夏
の
千
枚
田
を
観
察
し
よ
う
」 

○
十
月
十
八
日
、
ド
イ
ツ
議
員
団(C

O
P

9

開
催
国)

千
枚
田
視
察 

○
十
月
二
十
三
日
、
東
海
農
政
局
主
催 

千
枚
田
視
察(

公
式
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン) 

世
界
各
国
公
募 

行 
 

平
成
二
十
二
年
八
月
十
五
日 

 
 
 
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 
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ふれあい広場 四阿 

階

段 
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段 
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作業中 
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※ 

草刈り中 
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